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『
農
業
委
員
会
新
体
制
ス
タ
ー
ト
』

『
農
業
委
員
会
新
体
制
ス
タ
ー
ト
』

会
で
あ
る
農
地
委
員
会
、
農
政
委
員
会
、
企

画
広
報
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
事
業
推
進
に
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
大
崎
市
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

優
良
農
地
の
確
保
に
万
全
を
期
す
た
め
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
「
担
い
手
へ
の
農
地

利
用
集
積
の
促
進
」、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

取
り
組
み
支
援
」、「
優
良
農
地
確
保
の
た
め

の
農
地
制
度
の
適
正
執
行
推
進
」、「
農
業
一

般
に
関
す
る
調
査
活
動
」、「
地
域
農
業
者
へ

の
情
報
提
供
の
強
化
」
を
基
本
に
、
年
々
増

え
続
け
る
遊
休
農
地
や
次
世
代
の
担
い
手
の

育
成
対
策
に
も
急
務
な
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
当
農
業
委
員
会
も
こ
の
よ
う
な
課
題
に
的

確
に
対
処
し
、
先
人
が
築
き
上
げ
た
「
世
界

農
業
遺
産
　
大
崎
耕
土
」
を
守
り
、
さ
ら
に

磨
き
を
か
け
て
未
来
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
引
き
続
き
、
大
崎
市
の
農
業
振
興
・
発
展

の
た
め
、
当
農
業
委
員
会
は
最
大
限
の
努
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
皆
様

の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
改
選
に
よ
り
、
令
和
二
年
七
月

二
十
日
に
農
業
委
員
二
十
六
名
が
市
長
か
ら

の
任
命
、
ま
た
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
二
十
六
名
が
農
業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ

れ
、
新
た
な
大
崎
市
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
の
任
命
式
後
に
開
催
さ
れ
た
臨

時
総
会
に
お
い
て
、
私
た
ち
が
会
長
と
会
長

職
務
代
理
者
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
、
大

変
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
全
国
の
農
業
委
員
会
は
現
在
、「
農

地
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
が
最
も
重
要

な
任
務
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
「
農
地
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
で
あ

る
、「
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集

約
化
」、「
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
」、

「
新
規
参
入
の
促
進
」
に
、
地
域
農
業
者
の

代
表
で
あ
る
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
各
々
の
使
命
を
果
た
し
つ
つ
相

互
に
連
携
し
、
そ
の
成
果
を
上
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
か
ら
、
当
農
業
委
員
会
の
内
部
組
織

と
し
て
、
事
業
内
容
を
検
討
す
る
専
門
委
員

　
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
委
員
改

選
後
、
最
初
の
総
会
（
臨
時
）
が
去
る
七

月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
、
会
長
、
会
長
職

務
代
理
者
、
各
専
門
委
員
会
の
委
員
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
な
推
進
委
員
を

委
嘱
し
ま
し
た
。

会　長
佐々木　政　直
（古川地域）
☎22－3027

会長職務代理者
熊　谷　安　正
（鹿島台地域）
☎56－4973

就

任

の

ご

挨

拶
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武 田 俊 美
（田尻地域）
☎39－7200

鈴 木 淳 也
（古川地域）
☎22－5357

髙橋英理子
（鳴子温泉地域）
☎86－2207

中 條 泰 洋
（古川地域）
☎28－2660

櫻 井 正 幸
（松山地域）
☎55－3410

布 塚 幸 子
（岩出山地域）
☎72－3560

渋 谷 裕 子
（古川地域）
☎23－9782

高 橋 順 子
（古川地域）
☎22－4585

齋 藤 浩 義
（岩出山地域）
☎72－3089

小 関 芳 樹
（三本木地域）
☎52－3421

佐々木正彦
（田尻地域）
☎39－1145

中 鉢 　 守
（鳴子温泉地域）
☎84－7920

菅原まり子
（岩出山地域）
☎72－4190

佐々木　渉
（古川地域）
☎29－2353

氏　　名
地　　域
電話番号

齋藤真理子
（鹿島台地域）
☎56－5320

横 山 藏 人
（三本木地域）
☎52－6738

只 埜 和 臣
（松山地域）
☎55－3575

下 山 信 行
（鹿島台地域）
☎56－9176

鈴 木 　 至
（古川地域）
☎52－2326

小野寺正晃
（古川地域）
☎28－1426

佐 藤 裕 之
（岩出山地域）
☎77－2434

菅原ひろみ
（田尻地域）
☎39－2162

佐々木俊通
（古川地域）
☎22－3015

菅 原 清 一
（古川地域）
☎26－3958

農地、企画広報

農地、企画広報

農地、企画広報

農地委員会委員長
農地

農地、企画広報

企画広報委員会委員長
農地、企画広報

農地、農政

農地、農政

農地、農政

農地、農政

農地委員会副委員長
農地

農政委員会委員長
農地、農政

農地、企画広報

農地、農政

役　　職　　名
所属専門委員会

農地、企画広報

農地、企画広報

農地、農政 農地、農政

農地、企画広報
企画広報委員会副委員長
農地、企画広報

農地、農政

農地、農政

農地、企画広報

農政委員会副委員長
農地、農政

農
業
委
員
紹
介

農
業
委
員
紹
介

「
担
い
手
へ
の
農
地
等
の
利
用
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
へ
の
新
規
参
入
の
促
進
を
積
極
的
に
推
進
」

※
議
席
順
に
掲
載
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加 藤 栄 幸
（古川西古川地域）
☎26－3297

三 塚 秀 一
（古川宮沢地域）
☎28－3079

金 森 孝 志
（鹿島台地域）
☎56－4564

千 葉 敏 昭
（岩出山地域）
☎72－3700

門 間 　 健
（田尻地域）
☎39－7076

門間すみ子
（古川荒雄地域）
☎22－3508

髙 橋 　 勝
（古川富永地域）
☎28－2454

桑 添 健 一
（三本木地域）
☎52－2489

高 橋 　 良
（岩出山地域）
☎78－2756

鈴 木 　 要
（田尻地域）
☎39－1610

茂 泉 恵 美
（古川敷玉地域）
☎23－9343

佐々木良一
（古川清滝地域）
☎29－2707

小 髙 公 則
（三本木地域）
☎52－6698

高 橋 芳 一
（岩出山地域）
☎77－2402

佐 藤 伸 幸
（田尻地域）
☎39－1329

中 森 昭 悦
（古川敷玉地域）
☎23－4386

渡 邊 正 彦
（古川志田地域）
☎23－5626

菅 井 宏 樹
（松山地域）
☎55－3106

阿 部 博 志
（岩出山地域）
☎72－2852

伊 藤 吉 弘
（田尻地域）
☎39－2705

氏　　名
地　　域
電話番号

齊 木 　 秀
（古川東大崎地域）
☎26－3789

上 野 　 猛
（松山地域）
☎55－3458

吉 田 智 宏
（鹿島台地域）
☎56－3106

後 藤 良 一
（鹿島台地域）
☎56－5479

髙 橋 信 宏
（鳴子温泉地域）
☎86－2391

鈴 木 栄 一
（鳴子温泉地域）
☎84－6691

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
紹
介

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
紹
介

「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
の
た
め
に
、
担
当
区
域
に
お
い
て

　
　
　
　

現
場
活
動
を
行
う
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
農
業
委
員
会
が
委
嘱
」
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令
和
二
年
度
　
事
業
計
画

　
今
年
度
第
一
回
総
会
に
お
い
て
決
定
し
た
事
業
計

画
は
、
次
の
通
り
で
す
。

基　

本　

方　

針

　

本
農
業
委
員
会
は
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携

を
強
化
し
、
地
域
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
優
良
農
地
の

確
保
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
地
域
農
業
者
の
代
表

と
し
て
次
の
重
点
事
項
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
相
互
の
連

絡
調
整
、
組
織
強
化

②
関
係
機
関
と
連
携
し
た
農
地
利
用
集
積
の
促
進
や

人
・
農
地
プ
ラ
ン
へ
の
取
組
み
支
援

③
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
対
策
の
強
化

④
農
地
と
担
い
手
対
策
、
農
業
・
農
村
の
活
性
化
対
策

に
重
点
を
置
い
た
活
動

⑤
農
業
を
担
う
人
材
の
育
成
・
確
保
を
推
進
す
る
た

め
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
女
性

や
女
性
農
業
者
の
会
議
や
研
修
会
の
開
催

⑥
優
良
農
地
確
保
の
た
め
の
農
地
制
度
の
適
正
執
行
の

推
進

⑦
農
業
者
年
金
制
度
の
普
及
と
定
着
の
推
進

⑧
農
業
一
般
に
関
す
る
調
査
活
動
・
地
域
農
業
者
へ
の

情
報
提
供
体
制
の
強
化

⑨
農
家
の
声
の
積
極
的
な
収
集
・
集
約
と
、
関
係
機
関

等
へ
の
改
善
策
提
案

令和２年７月２０日の臨時総会において、農業委員会内に『専門委員会（農地委員会・
農政委員会・企画広報委員会）』及び『農地利用最適化推進委員連絡会』を次の通り設置
することを決定し、各事業に取り組んでまいります。

農地委員会（農業委員２４名）　【基本毎月の定例総会の前日に開催】
【主な内容】
　〇定例総会で審議する農地の許認可等の案件の事前調査・内容検討
　〇非農地に係る調査　　　　　　〇空き家に付属する農地に係る調査
　〇農地現状変更届の事後調査　　〇農地転用の事後パトロール確認　等

農政委員会（農業委員１１名）　【年８回程度開催】
【主な内容】
　〇農業者との懇談会、農業者との意見の取りまとめ　　〇農作業標準賃金額の検討
　〇家族経営協定　　〇農地利用最適化に関する宮城県農業会議への提出
　〇農業者年金の加入促進　　〇市長に対する政策提案
〇「農業委員会事務の実施状況の公表」に係る目標及びその達成に向けた活動の点検・評価・農地利用最
適化推進指針の策定　等

企画広報委員会（農業委員１１名）　【年８回程度開催】
【主な内容】
　〇農業委員会だよりの発行に係る取材・編集　　〇各種研修会の立案
　〇全国農業新聞の購読の推進　　〇農業委員会行政視察　　〇委員の研修
　〇一日女性農業委員会　等

農地利用最適化推進委員連絡会（会長、会長職務代理者、専門委員会各委員長、農地利用最適化推進
委員２６名）　【年４回程度開催】

【主な内容】
　〇農地の利用最適化推進に関する情報収集と意見交換
　○農地利用状況調査の進め方の検討と確認
　○農地集積・集約化に係る講習会　等

毎月の定例総会日 定例総会の開催は、毎月25日（25日が土日祝日の場合は、翌平日）

重　

点　

事　

項
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☎

「全国農業新聞特別賞」受賞「全国農業新聞特別賞」受賞

取
材　

布　

塚　

幸　

子
委
員

問　

農
業
に
携
わ
る
き
っ
か
け

は
？

答　

岩
手
県
で
夫
と
知
り
合
い
結

婚
し
ま
し
た
が
、二
年
ほ
ど
前
に
、

夫
の
実
家
へ
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

　

農
業
は
初
め
て
の
経
験
な
の

で
、
ま
だ
ま
だ
手
伝
い
ぐ
ら
い
の

事
し
か
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
年
一
月
に
子
供
が
生
ま
れ
、

今
は
子
育
て
の
真
っ
最
中
で
す
。

問　

主
に
栽
培
し
て
い
る
作
物

は
？

答　

お
米
と
野
菜
で
す
。
野
菜
は

近
く
の
「
道
の
駅
」
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
色
々
な
種

類
の
野
菜
を
一
年
中
作
付

し
て
い
ま
す
。
私
も
で
き

る
だ
け
仕
事
を
覚
え
た
い

な
と
思
い
ま
す
。

問　

今
ま
で
で
大
変
だ
っ

た
こ
と
は
？

答　

野
菜
苗
の
定
植
の

時
、か
が
む
こ
と
が
多
く
、

腰
が
痛
く
な
り
大
変
で
し

た
。
と
に
か
く
未
体
験
の

連
続
で
、
一
日
が
早
く
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

問　

農
業
の
良
い
所
は
？

答　

新
鮮
な
野
菜
が
い
つ
で
も
食

べ
ら
れ
る
し
、
時
間
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
子
供
と
一
緒
に
い
ら
れ

る
こ
と
で
す
。

問　

今
後
の
夢
は
？

答　

子
供
が
、
も
う
少
し
大
き
く

な
っ
た
ら
、
家
族
で
畑
の
仕
事
を

し
た
り
、
め
ず
ら
し
い
野
菜
も
育

て
て
み
た
い
で
す
。
農
業
を
通
し

て
子
供
と
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り

が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

岩出山地域　布 塚 ユ キ さん

　

令
和
二
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
元
大
崎
市
農
業
委
員

会
会
長
鈴
木
悟 

様
（
古
川
地
域
）
が
、
農
業
・
農
村

振
興
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
「
農
業
振
興
功
績
」
が
讃
え

ら
れ
、栄
え
あ
る
「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、農
林
水
産
大
臣
か
ら
の
勲
章
伝
達
後
、

天
皇
陛
下
の
拝
謁
を
賜
る

予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
を
受
け
、
伝
達

式
及
び
拝
謁
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
永

年
に
わ
た
る
ご
功
績
に

対
し
て
敬
意
と
感
謝
を
表

し
、
伊
藤
大
崎
市
長
か
ら

六
月
十
二
日
に
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

（
元
大
崎
市
農
業
委
員
会
会
長
）

（
元
大
崎
市
農
業
委
員
会
会
長
）

　農業者等に適切な情報を伝達する
広報紙として、平成２８年に続き、
全国上位賞となる同表彰を本年６月
に受賞しました。
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取
材　

熊　

谷　

安　

正
委
員

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

　

昭
和
五
十

六
年
に
嫁
い

だ
大
友
康
子

さ
ん
、
鹿
島

台
地
域
で
唯

一
の
葉
た
ば

こ
生
産
農
家

で
す
。

　

大
崎
市
に

お
い
て
は
五

農
家
と
か
な

り
減
少
し
、
集
荷
場
は
県
内
に
は
無
く
、
福
島
県
須
賀
川
市
と

の
こ
と
で
す
。 

　

水
稲
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
葉
た
ば
こ
四
十
ア
ー
ル
の
経
営
面
積

で
、
股
関
節
に
違
和
感
を
持
つ
夫
の
義
昭
さ
ん
を
支
え
て
女
で

一
人
農
業
を
切
り
盛
り
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

康
子
さ
ん
の
実
家
は
農
家
で
は
な
く
嫁
い
だ
当
時
義
昭
さ
ん

は
勤
め
人
、
大
友
家
で
は
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
葉
た
ば
こ
を
作
っ

て
い
た
の
で
収
穫
は
暑
い
夏
場
の
作
業
、
背
が
低
い
私
は
台
に

上
が
っ
て
の
摘
み
方
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。
ま
た
姑
と
の
か

か
わ
り
も
あ
り
、
つ
ら
い
毎
日
で
し
た
。
そ
れ
で
も
農
家
に
嫁

い
だ
以
上
「
絶
対
負
け
な
い
」
と
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ
自
ら

奮
い
立
た
せ
ま
し
た
。
農
家
に
嫁
い
で
よ
か
っ
た
事
は
、
自
分

の
時
間
帯
の
中
で
思
う
存
分
作
業
が
で
き
る
こ
と
が
や
る
気
の

源
と
感
じ
ま
し
た
。

　

暇
が
あ
れ
ば
畑
に
い
き
、
野
菜
づ
く
り
が
趣
味
で
健
康
に
も

自
信
が
あ
り
こ
れ
か
ら
も
農
業
者
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。

鹿島台地域　大 友 康 子 さん

葉たばこの苗

　

羽
黒
里
山
倶
楽
部
は
、
松
山
地
域
の
羽
黒
山
公
園
周
辺
の
里
山

整
備
を
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
桜
の

名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
山
頂
の
羽
黒
神
社
境
内
か
ら
大
崎
耕
土
が

一
望
で
き
る
公
園
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
花
見
の
習

慣
が
無
く
な
っ
て
訪
れ
る
人
も
減
り
、
森
林
整
備
へ
の
関
心
が
薄

れ
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
公
園
を
と
り
ま

く
環
境
が
徐
々
に
悪
化
し
た
よ
う
で
す
。

　

森
林
の
整
備
に
協
力
し
て
も
ら
え
る

会
員
を
募
り
、「
羽
黒
里
山
倶
楽
部
」
と

名
付
け
、
少
し
ず
つ
で
す
が
整
備
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
入
る
こ
と
も
た
め
ら
う
ほ

ど
荒
れ
て
い
た
森
林
は
奥
ま
で
見
通
せ

る
明
る
い
林
に
な
り
、
野
草
の
数
も
増
え

て
き
た
よ
う
で
す
。
小
鳥
が
運
ん
だ
種
か

ら
芽
生
え
た
幼
木
が
生
長
し
、
樹
木
の
種

類
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
山
麓
か
ら
山
頂

の
神
社
に
至
る
裏
参
道
や
車
道
か
ら
花

が
咲
い
た
野
草
が
よ
く
目
に
付
く
よ
う

に
な
り
、
急
坂
も
楽
し
く
歩
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
良
好
な
環
境

を
維
持
す
る
よ
う
整
備
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

活動内容：４月から１１月までの第４土曜日に開催
①午前中：森林整備：間伐、ササ刈り、剪定、歩道整備、竹垣づくりなど
②お昼：「里山ご飯」：羽釜ごはん、餅つき、旬の素材を用いた伝統・創作料理
③午後：自然素材を使った工作：箸づくり、藍染め、果実酒づくりなど
　※里山の整備が一番の目的ですが、女性スタッフによる「里山ご飯」が好評でお
　　昼も楽しみという会員もたくさんいます。興味があれば仲間入りしませんか。
■問合せ　羽黒里山倶楽部　代表世話人　森　誠司　☎0229-55-3671

 【今年の新発見】
「ギンリョウソウ」
葉緑素を持たず
樹木の根に寄生

取
材　

小　

原　
　
　

勉
前
委
員
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①耕作目的による権利を移動する場合（農地法第３条、農業経営基盤強化促進法）

　●窓口

②転用をする場合（農地法第４条・第５条）　

　●窓口

③現状変更をする場合

●条件

　●窓口

④相続した場合

　●窓口　

⑤その他農地に関すること
　●窓口

●申請について
● 毎月１０日締切（１０日が土日祝日の場合は直前の平日）

注： 前月２５日締切

申請に当たっては事前に窓口で相談のうえ申請してください。申請に当たっては事前に窓口で相談のうえ申請してください申請に当たっては事前に窓口で相談のうえ申請してください。申請に当たっては事前に窓口で相談のうえ申請してください。申請に当たっては事前に窓口で相談のうえ申請してください。
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※農業委員会関係諸証明の
　ほかに下記証明書の交付
　ができます。 
　●住民票
　●印鑑登録証明書
　●農耕用機械所有証明書

☎ ☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

　

二
〇
二
〇
年
を
迎
え
、今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
イ
ヤ
ー
！
消
費
経
済
活
発
と
な
り
、
日
本

中
が
、
活
気
溢
れ
る
年
に
な
る
！
と
皆
が
期

待
し
た
年
で
し
た
。

　

新
年
早
々
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威

を
奮
い
、
世
界
中
を
不
安
と
恐
怖
に
巻
き
込

み
ま
し
た
。
今
年
二
月
か
ら
の
数
ヶ
月
で
、

そ
の
脅
威
は
経
済
も
巻
き
込
み
、
世
界
中
を

不
況
に
陥
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
達
農
業
者
は
ス
テ
イ
・
ホ
ー

ム
し
て
い
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
蒔
か
な

い
種
は
刈
り
取
れ
ず
、食
を
担
う
農
家
と
し
て
、

例
年
と
同
じ
く
一
生
懸
命
種
を
蒔
き
、
苗
を

育
て
秋
の
収
穫
に
備
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
学
校
給
食
の
ス
ト
ッ
プ
・
飲
食
店
の
営

業
自
粛
で
野
菜
・
米
余
り
で
米
価
の
行
方
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
毎
年
と
同
じ
よ

う
に
、
コ
ツ
コ
ツ
と
美
味
し
い
お
米
を
作
り
、

豊
作
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
る
の
み
で
す
。

　

こ
ん
な
中
で
も
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

よ
う
！
頑
張
っ
て
い
る
人
達
に
感
謝
し
よ
う

と
い
う
温
か
い
想
い
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
素
晴
ら
し
い
事
で
す
よ
ね
。
で
き
る
こ

と
を
毎
日
、
家
族
と
誰
か
の
た
め
に
。

　

皆
さ
ん
、
健
康
に
留
意
し
気
を
引
き
締
め

て
秋
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
一
日
も
早
く
日
常

が
戻
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し

ま
す
よ
う
に
。               

髙　

橋　

英
理
子

　

田
尻
の
武
田
紋
さ
ん
は
、
家
業
の
手
伝

い
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
野
菜
作
り
の
面

白
さ
・
素
晴
ら
し
さ
に
惹
か
れ
、
十
年
前

に
就
農
さ
れ
ま
し
た
。
数
年
後
、「
国
民

年
金
だ
け
で
は
老
後
が
不
安
・
・
・
」
と

感
じ
、
母
親
と
地
域
の
武
田
農
業
委
員
の

勧
め
も
あ
り
、
四
年
前
に
農
業
者
年
金
に

加
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
露
地
四
十
ア
ー
ル
、
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
九
百
坪
で
、
春
秋
は
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
夏
は
ト
マ
ト
、
冬
は
葉
物
野
菜
五

種
を
作
付
け
し
、「
作
業
・
時
間
ロ
ス
を

減
ら
す
た
め
、
効
率
重
視
の
年
間
計
画
を

実
行
す
る
事
。
秀
品
率
向
上
の
た
め
に
土

壌
改
良
を
重
ね
、よ
り
良
い
『
土
づ
く
り
』

を
継
続
し
て
い
く
事
。」
を
、
今
後
の
目

標
に
掲
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を
お

考
え
の
方
へ
。「
納
付
分
は
全
額
受
給
で

き
る
し
、
確
定
申
告
の
時
に
は
、
全
額
控

除
（
節
税
対
策
）
で
き
る
。
老
後
の
金
銭

面
で
不
安
の
あ
る
方
は
、
加
入
さ
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」
と
、
話
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

取
材  

佐
藤
伸
幸
委
員

あ
や

編集：企画広報委員会

農業者年金に加入しましょう！！農業者年金に加入しましょう！！
老後の備えは国民年金＋農業者年金で安心

加入条件
●年間６０日以上農業に従事
●国民年金の第１号被保険者
●２０歳以上６０歳未満の方

政策支援加入（39歳までに加入を!!）
◆担い手には手厚い保険料の国庫補助が
　あります！
◆家族経営協定を結び経営に参画する配
　偶者・後継者を応援します。

農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

◆少子高齢化に強い積み立て方式・確定拠出型
　自らが積み立てたものが年金として給付され、加入者・受
給者に左右されない安定した制度！
◆保険料は2万円から6万7千円まで千円単位で自由
に設定！
◆節税効果　支払った保険料は全額が社会保険料控
除の対象に！
◆将来受け取る農業者年金（65歳以上の方は120
万円まで）非課税！
◆終身年金　80歳前に亡くなった場合は、死亡一
時金が遺族へ！


